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「人間生活学総合研究科」の成り立ち
 東京家政大学大学院は、平成24年度に家政学研究科と文学研究科を統合し「人間生活学総合研究科」に改組しました。

 家政学研究科は平成元年に食物栄養学専攻及び被服造形学専攻を開設し、平成3年に家政学部児童学科、栄養学科、服飾美術学科を基礎

として、食物栄養学専攻、被服造形学専攻、児童学専攻を柱として修士課程を築き、博士課程は家政学を核としながらさらにフィールドを

広げ、人間生活全般にかかわる探求へと発展させた人間生活学専攻として、それぞれを開設してきました。 文学研究科は、平成8年英語

英文学専攻及び心理教育学専攻を設置し、平成12年には財団法人日本臨床心理士資格認定協会が認可する第1種指定大学院として臨床心理

士を養成するため、心理教育学専攻に臨床心理学コース・心理教育学コースを設定しましたが、その後、従来の文学研究から、人文全般に

関する学際的探求課題への展開をしてきました。

 家政学をさらに深化させつつ、生命と存在に根ざした人の一生と生活全般にかかわる課題探求へと裾野を広げてきている家政学研究科

と、従来の文学研究から人文全般に関する学際的探求課題へと展開が進んできた文学研究科とを統合し、人間生活学総合研究科の1研究科

とし、修士課程6 専攻と博士課程の人間生活学専攻を設置することとしました。

実社会でリーダーとなれる人材を育成します
 人間生活学総合研究科は、家政学と人文学の基盤を踏まえつつ、生活学の内容を従来の内向きの「家庭」という枠に囚われることなく、

衣、食と健康、福祉から心と保育、教育までを包括した人間の生命活動と生存活動の探求を深めると共に、グローバル化し、文化的な質の

高い生活技術と生活意識を幅広く探求するものと捉えなおすものです。このように2 研究科の統合によって、人間生活学総合研究科はこれ

までの2研究科内の専門相互の学びあいも可能となり、広く複眼的な視野を持つ有為な人材を養成することが可能となりました。また、修

士課程の専攻名称は基礎学部の名称と対応しており、学部と大学院の継続性を明確に示すとともに、新たな今日的課題に応えられるように

養成する人材像を明確にし、学修システムの弾力化を図ることによって、学生・社会人のニーズに幅広く応えるものとなっています。

 「現場に学び、共に研究し、研究成果を現場に生かせるように！」を本大学院の基本理念とし、そのためには、研究能力と課題解決能力

を合わせ持ち、実社会でリーダーとなれる人材育成を目指すと共に、現職社会人を広く迎え入れられるよう、さらに段階を踏んで体制を整

えていきます。

◆人間生活学総合研究科

人間生活学専攻     （博士課程）  入学定員３名  収容定員  9名  博士（学 術）

児童学児童教育学専攻  （修士課程）  入学定員５名  収容定員10名  修士（児童学）

健康科学専攻      （修士課程）  入学定員５名  収容定員10名  修士（健康科学）

造形学専攻       （修士課程）  入学定員４名  収容定員  8名  修士（家政学）

英語教育学専攻     （修士課程）  入学定員４名  収容定員  8名  修士（英語教育学）

臨床心理学専攻     （修士課程）  入学定員８名  収容定員16名  修士（心理学）

教育福祉学専攻     （修士課程）  入学定員４名  収容定員  8名  修士（学 術）

◆教員免許・資格 （専修免許状は一種免許状取得者対象）

児童学児童教育学専攻   小学校教諭専修免許状 幼稚園教諭専修免許状

健康科学専攻       高等学校教諭専修免許状（家庭） 中学校教諭専修免許状（家庭）

造形学専攻        高等学校教諭専修免許状（家庭） 中学校教諭専修免許状（家庭）

             高等学校教諭専修免許状（美術） 中学校教諭専修免許状（美術）

             衣料管理士専修

英語教育学専攻      高等学校教諭専修免許状（英語） 中学校教諭専修免許状（英語）

臨床心理学専攻      高等学校教諭専修免許状（公民）

             日本臨床心理士資格認定協会 第１種指定大学院／公認心理師 受験資格対応

教育福祉学専攻      高等学校教諭専修免許状（公民）

研究科の内容
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人間生活学専攻 博士課程
Doctoral Program in Human Life Sciences

 人間生活学専攻（博士課程）は、人間生活学総合研究科（修士課程）の児童学児童

教育学専攻、健康科学専攻、造形学専攻、臨床心理学専攻の各領域を融合的・学際的

に発展させて研究を探求する場として設置しています。

 高度な技術革新と多様な社会情勢に対応するとともに、人間生活を総合的に研究、

解析、究明し、学術的研究成果を発信することのできる研究者を育成することを目指

しています。

 本専攻は心理臨床学分野、人間発達学分野、生活環境学分野、生活材料学分野、生

活管理学分野の５つの分野を柱として構成されており、指導にあたる教員の専門分野

に従って教育・研究の内容は幅広く、柔軟性があります。３年で博士（学術）の学位

を取得することを目指すため、指導教員とはもとより、各科目の担当教員との密接な

連携により、広い分野の知識と経験を積むことが可能です。また、客員教授、非常勤

講師陣も充実しており、専門的学問の追求が行いやすい環境となっています。意欲あ

る学生の入学を期待しています。これまでに、論文博士を含む多くの博士が誕生し、

大学・研究機関・社会で活躍しています。

学生メッセージ

40 代半ばにして博士課程に入学しました。

現在は新型コロナ感染症の呼吸療法等に用い

られる腹臥位姿勢について、種々生体計測の

手法を用い、褥瘡等の合併症が少なく安楽な

腹臥位姿勢が提案できるよう研究を進めてい

ます。

だいぶ遅咲きの入学ではありますが、この年

になった今だからこそ自分が本当にやりたい

ことを行えていると感じます。そして、私の

やりたい研究に対し親身に相談にのっていた

だける指導教員の存在、新たな視点や手法の

アドバイスをいただける環境は、本当に充実

した日々だと実感しています。
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 近年は食物加工技術の高度化等により多様な食品の選択が可能となり、国

民の食生活は大変豊かになっています。しかし一方で、現代の食生活が、飽

食や食事内容のアンバランスといった問題点をはらみ、私たちの健康を脅か

している事にも注目が必要です。健康科学専攻では、健康に関わる諸問題に

ついて、食や栄養を始めとした多様な視点から研究を行います。食や栄養に

は健康に関わる無限のポテンシャルが秘められています。指導教員のサポー

トのもと、自ら課題を見出し研究に携わることで科学的な思考の過程を習得

し、高度専門的職業人、具体的には各分野で指導的立場に立つことの出来る

人材となることを目指しましょう。大学院の教育では広く高度な知識と技能

を身につけるため、フードサイエンス分野、ライフサイエンス分野、ヘルス

サイエンス分野の3分野で多くの講座を開講し、高度専門技術修得のための科

目も置いています。このように研究能力の育成とともに、実践的技術を修得

した人材を社会に送り出すことが私達教員の使命です。大学院であなたの持

つ可能性を大きく広げて下さい。

児童学児童教育学専攻 修士課程
Master's Program in Child Care, Education and Science

健康科学専攻 修士課程
Master's Program in Health Science

変動の激しい現代社会の中におかれた子どもの成⾧と発達を的確にとらえ、子

どもを健全に育成するための環境と方法についての深い学識と専門技術を修得

するとともに、研究能力と実践技術をもつ人材を育成します。

 現代社会における乳幼児や児童の問題を探究する研究者を育成するととも

に、家庭での教育を基盤とし、家庭との連携を密にしつつ、保育所、幼稚園、

小学校などにおける子どもの育ちを支えることのできる、感性豊かな研究的実

践者を養成します。当専攻では、「子育て」や「子どもの育ち」にかかわる現

代的な課題に即して学習と研究を深められるように、「保育学分野」「保育実

践学分野」「育児支援学分野」「子ども臨床学分野」「教育実践学分野」「学

校教育学分野」の6分野を設定しました。院生の出身学部は様々で、なかには

幼稚園等での教職経験のある人もいます。ともに学ぶことで実践と理論におけ

る児童学児童教育学の重要性について考えることができます。

学生メッセージ

保育園の保育士として勤務してきましたが、

自分の保育実践を振り返り新たな視点や学び

を得たいと思い、職場の休業制度を活用して

大学院に入学しました。保育経験の積み重ね

の中で得た感覚的なものを自分の言葉で考え

ることの大切さを知り、多様で曖昧な時代だ

からこそ学び続ける意義があると実感してい

ます。授業では専門性の高い理論を教授に学

び、実践との結びつきを院生とディスカッ

ションしながら学んでいます。また、授業で

得た学びを自分の研究テーマと関連づけてい

ます。大学院での学びを保育の現場に活かし、

子どもを含めた地域に貢献できる保育者であ

りたいと思っています。

学生メッセージ

学部生の時に、先生方の研究の手伝いや卒業

研究で研究の面白さを知り、大学院でさら

に学びを深めたいと思い、大学院に進学しま

した。現在は「小脳への電気刺激が両手の運

動リズムに及ぼす影響」について研究してい

ます。脳血管疾患や小脳損傷などでリズム運

動が困難となった方に対する新しいリハビリ

テーションのアプローチ方法やトレーニング

法につなげられるように研究していきたいで

す。また、私は大学院で研究しながら、病院

で作業療法士として非常勤で働いています。

研究と臨床の二つの視点を持ち、社会へ還元

できるような人になりたいです。
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 本専攻は国際化が著しい国内外の諸分野で活躍できる人材の育成を目指しま

す。それは、高度な英語運用力や異文化への対応力と共に、高い知性と広い視

野を持ち、論理的で柔軟な思考力を備えた人材です。本専攻では、英語教育と

英語・英語文学の２分野を設置しています。それぞれの専門分野の研究を行い

ながらもう一方の分野の授業科目を選択履修することもできるので、研究によ

り広い視野を与えることが可能です。それぞれの分野の研究者となるための研

究能力を養成するとともに、英語教育の現場で指導的な役割を果たす人材とな

るための資質を開発します。特に2020年から開始された小学校英語にも対応

し、専門領域の知識だけでなく教育学の面からも外国語教育を捉えることので

きる卓越した人材を養成します。本専攻には現職の英語教員も籍を置くことが

多く、時間を有効活用できるよう必要な科目を夜間や土曜日の午後に開講する

など少人数ならではの柔軟な対応を行います。

Master's Program in English Language Education

造形学専攻 修士課程

Master’ｓ Program in Clothing & Art

英語教育学専攻 修士課程

 本専攻では、服飾美術と造形表現の２つの分野を設置しています。学部での

学修を継続的に発展させながら、研究対象に応じて2 分野の相互乗り入れが可

能な柔軟な構造を持つ教育体制です。変化し続ける人間生活に適合する質的・

文化的豊かさを求めて、造形の広範な表現技術と科学の可能性を探り、高度な

専門知識と研究能力および実践力を持つ人材の育成を目標としています。服飾

美術分野には、被服科学、服飾造形、服飾デザイン・ビジネスの区分を設定し

講義、演習、実験を配し、造形表現分野にはメディア表現、表現と社会、美術

史、工芸、平面表現、空間表現の6系列を設定し問題点を捉えた独自の研究活

動や創作活動を行い、さらに総合的研究課題にも取り組んでいきます。最先端

の高度専門機器や、時間をかけて蒐集されてきた本学図書館の稀覯資料や博物

館の所蔵品などを有効活用しながら、経験豊富な指導教員のもとで各自のテー

マを深く掘り下げ、大学院ならではの充実した学びを通して視野を広げ、人の

心を揺さぶる発信力を身につけていきましょう。

学生メッセージ

化粧土や釉薬の重ね掛けによるテクスチャ研

究とその表現方法を研究しています。

釉薬の模様や発色は、土の種類や窯の温度、

釉薬の厚みや2 種類以上の重ね掛けなど様々

な要因によって無限に変化します。同じ釉薬

でも滝が無数に連なる模様、または無数の水

玉模様等に変化します。この条件の中から興

味深い釉薬の模様を探し出すのはさながら宝

探しのようです。そして釉薬の色や模様は、

器の形状によって相性があり印象が大きく変

わります。植木鉢や平皿、茶碗などを主軸に

発見した組み合わせの模様の魅力を最大限に

引き出す器の形状やデザインの研究も日々探

求しています。

学生メッセージ

学部で教職課程を履修し授業の実践方法を学

びました。その中でなぜこの指導法が良いの

かと悩むことがありました。そこで、理論を

学びたいと大学院進学を決めました。講義で

は理論を深く学び実践との繋がりを実感して

います。現職の先生方と講義を受けているの

で、現場経験のない私にとって学校現場や生

徒の様子など、現場を知ることができる貴重

な機会になっています。教授から学ぶだけで

なく、他の院生とも互いの研究テーマについ

て議論を交わし、様々な視点から研究を見つ

めて修論研究に奮闘する充実した日々を過ご

しています。
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 変化が激しく複雑化した社会における人間関係の諸問題、地域社会にお

ける様々な問題に対し、人間関係を調整し、社会資源を有効に用い、ネッ

トワークやチームワークを活用した仕事の進め方により、問題解決を創造

的に行うことのできる高度な職業的能力を身につけた人材の育成を目指し

ます。

 本専攻では、生涯学習・社会教育分野、社会福祉学分野、心理学分野、

教育福祉理論・研究方法論分野を総合的に学び、高度で専門的な理論およ

び応用を研究教授し、広い視野に立った学識と研究能力を育成し、高度な

職業的能力を養成する教育課程となっています。特に、社会人を対象とし

た特別入試制度によって、広く門戸を開放しています。

臨床心理学専攻 修士課程

Master’ｓ Program in Clinical Psychology

教育福祉学専攻 修士課程

Master’ｓ Program in Education and Social Welfare

 複雑化した社会における人間関係の諸問題に対応する総合

的な力を育成し、高度な専門知識や技術を持つ人材の養成を

めざし、医療・教育・福祉・産業・司法等の社会のあらゆる

領域で柔軟に対応し、適切な援助、介入及び研究のできる臨

床心理士と公認心理師を養成します。

 本専攻には、必修の臨床心理士基礎分野と、選択の臨床心

理士専門分野を設け、理論と実践の両面で実力を備えた臨床

家の養成を目指しています。臨床に関わる諸領域のすぐれ た

スタッフを揃え多くの実習科目とバランスの取れたカリキュ

ラムを充実させ、実習施設や提携病院を整備してきました。

 本専攻は、前身とな

る文学研究科心理教育

学専攻臨床心理学コー

スにおいて平成14年度

から「臨床心理士第一

種指定大学院」に指定

され、多くの修了生が

臨床心理士として活躍

しています。また、平

成30年度より始まった

公認心理師試験におい

ても着実に合格者を輩

出しています。

学生メッセージ

高校生の頃から心理支援に興味があり、学部での講義を通してよ

り専門的に学びたいという気持ちが強くなったことから大学院進

学を決めました。大学院の講義では、理論を学ぶことに加え、

ロールプレイをしたり、履修生同士で意見を述べ合うことも多く、

様々な観点から理解を深めています。悩みを抱えて困っている人、

苦しんでいる人に対して、心理学的な観点から自分に何ができる

のかということを念頭におきながら、日々精進していきたいです。

学生メッセージ

公認心理師を取得してから、より専門性を高めたいと考えて大学

院受験を考えました。大学院では、教育支援センターや総合病院

の精神科、クリニックなどの外部施設での実習がとても充実して

いることに驚きました。また、大学院の中でも附属の臨床相談セ

ンターで、いろいろな先生方のカウンセリングに陪席させて頂き、

色々な相談者の実際の悩みに触れることができる貴重な時間を過

ごせています。また、先生方から受けるスーパービジョンには、

いつも新たな気づきがあり、社会に戻ったときに実践力となるも

のも多いと感じています。

学生メッセージ

「多くのことに挑戦し自分の可能性を広げたい」

⾧年児童館の仕事を続けてきました。利用者に向

き合って、職場の仲間たちと行事や活動を企画し

実施してきました。利用者にとってそれがどのよ

うな意味や効果を持つのかを知りたいと考え、入

学しました。児童館の幼児の親子の活動に着目し、

参与観察をしました。ビデオ撮影をしましたので、

逐語録化をし、分析をして示したいと思います。

ここでは、観察、ビデオ撮影、パワーポイント等

に初挑戦しました。福祉の現場でずっと働いてい

ましたので、今後も人のために役に立ちたいと考

えています。
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令和8年度実績

日本学生支援機構奨学金、渡辺学園三木奨学金、石川梅子（むめ）奨学金および渡辺学園後援会奨学金などがあります。

東京都（福祉職）、【日本経済大学】、北区こども家庭支援センター（支援職）、株式会社明治座

人間生活学専攻（博士）

【東京家政大学(特任教授・准教授・助教・非常勤講師)】、【東京都公立特別支援学校(教員)】、東京家政大学短期大学部(講師)、東都医療大学(教員)、【松陰大学(教員)】、新渡戸文

化短期大学(教員)、【東京家政学院大学(教員)】、常磐大学(教員)、【帝京大学病院(管理栄養士)】、(株)エフシージー総合研究所(研究者)、島根県立大学(教員)、㈱ニッピ バイオマト

リックス研究所、【群馬パース大学(教員)】、【東京立正短期大学(教員)】、【東京都市大学(教員)】、【目白学園(教員)】

児童学児童教育学専攻

東京家政大学(助教・助手・非常勤講師)、【東京立正短期大学(教員)】、東京教育専門学校(非常勤講師)、【田園調布ルー幼稚園(教員)】、大妻女子大学(助教)、文京区(指導員)、東北

生活文化大学短期大学部(講師)、群馬医療福祉大学(講師)、【東京家政大学わかくさグループ(保育士)】、(一社)日本保育学会、(株)ヤクルト本社、明徳やちまたこども園(教諭)、東京

未来大学(教員)、【大久保わかくさ子ども園】、【幼保連携型認定こども園そあ】、【横浜市立保育園(保育士)】、社会福祉法人全国社会福祉協議会(事務職)、かおり幼稚園 (保育教

諭)

健康科学専攻
（旧：健康栄養学専攻）

ハウス食品(株)、(福)正道会鷺沼ピノキオ保育園(栄養士)、東洋水産(株)、ヤフー(株)、【(福)目黒区社会福祉事業団(管理栄養士)】、【自然派パン工房ぷれっちぇる】、JFEライフ

(株)、ニプロファーマ(株)、東京家政大学(助教)、【東邦大学医療センター大森病院(管理栄養士)】、【盛岡大学(教員)】、【帝京大学病院(栄養士)】、【淑徳大学(教員)】、【都立広

尾病院(管理栄養士)】、【(医)松井病院(管理栄養士)】、(株)ありあけ、シミックヘルスケア・インスティテュート(株)、(一財)日本食品分析センター、フジパングループ本社(株)、

【サンフラワー・A(株)(管理栄養士)】、独立行政法人国立病院機構 関東信越グループ、【三井金属鉱業株式会社】、【金沢学院短期大学】、武蔵台病院(理学療法士)、石川郡浅川町

立浅川中学校(栄養士)、【日本赤十字社医療センター】、所沢リハビリテーション病院(理学療法士)、【東京労災病院治療就労両立支援センター(管理栄養士)】、【 埼玉石心会病院(作

業療法士)】、㈱セック、武蔵台病院(作業療法士)、リニエプラッツ浮間舟渡(作業療法士)、曽田香料株式会社(研究員)、エスビー食品株式会社、【学校法人ミスパリ学園】

造形学専攻
東京家政大学(助教・助手)、千葉県公立高等学校(教員)、東京都公立小学校(教員)、埼玉県公立中学校(教員・非常勤)、(株)日進化成、三井化学(株)、(株)宝塚舞台、(有)芸術による教育

の会、株式会社ムラオ、株式会社ATERIER Z、学校法人⾧生学園(教員)、一般財団法人ボーケン品質評価機構、株式会社ホリゾン、東京都教育委員会(教員)

英語教育学専攻
（旧：英語・英語教育研究専攻）

羽田空港グローバルサービス(株)、東京都公立中学校(教員)、【東京都公立中学校(教員)】、【神奈川県公立中学校(教員)】、【埼玉県公立中学校(教員)】、【立正大学附属立正高等学

校(教員)】、【法政大学中学高等学校(教員)】、⾧野県佐久市立野沢小学校(教員)、新座市立第五中学校(教員)、千葉県立成田市立下総みどり学園(教員)

臨床心理学専攻

法務省関東地方更生保護委員会(保護観察官)、埼玉県児童相談所(心理職)、(医)東京勤労者医療会代々木病院(心理職)、洗足ストレスコーピング・サポートオフィス(心理職)、(医)イプ

シロンつくば心療内科クリニック(心理職)、(医)有朋会栗田病院（心理士)、神奈川県立こども医療センター(心理職)、さいたま市教育委員会(指導員)、(学)野田鎌田学園（スクールカ

ウンセラー）、【千葉県公立中学校(教員)】、LITALICOジュニア(児童指導員)、鷺宮すこやか福祉センター(心理職)、入間市教育センター(心理職)、【東京都公立高等学校(教員)】、

さいたま市こども家庭総合センター(指導員)、東京家政大学(非常勤・助教・助手)、東京都公立中学校(相談員)、千葉市教育センター

適応指導教室(指導員)、さいたま市公立小学校(教員)、戸田市教育委員会(相談員)、東京都教育電話相談センター(相談員)、津軽保健生活協同組合(心理職)、千葉県(心理職)、SNG児童

家庭支援センター(相談員)、世田谷区発達障害相談・療育センター(心理職)、(医)東京愛成会高月病院(心理士)、所沢市教育委員会(スクールカウンセラー)、東京都足立区こども支援セ

ンターげんき(相談員)、埼玉県公立中学校(相談員)、パーソルワークスデザイン(株)、埼玉医科大学総合医療センター メンタルクリニック、東京大学医学部附属病院心療内科(心理カ

ウンセラー)、さいたま市(心理職)、相模原市（心理職）、株式会社コペル、お茶の水女子大学(技術補佐員)、㈱ＰＢ－Ｐａｒｔｎｅｒ、SNG 児童家庭支援センター、品川区役所、高

知県警察本部、渋谷駅前メンタルクリニック、ハッピーテラス春日部教室、新座すずのきクリニック、久喜すずのき病院、スマートキッズ株式会社(指導員)、ウェルビー株式会社、株

式会社ジブラルタ生命、社会福祉法人友興会児童養護施設クリスマス・ヴィレッジ、Moi(公認心理師)、株式会社クラ・ゼミ(公認心理師)、社会福祉法人鳳雄会乳児院エンジェルホー

ム

教育福祉学専攻

 就職状況 修了生

 本学卒業生の入学時納入金は460,000円

大学院生の学会発表を奨励するため、「大学院

生研究助成制度」を設けています。学科発表経

費は全額助成、学会参加の場合は5万円までの

経費助成が受けられます。フィールドワークそ

の他、学外研究活動経費も助成されます。（※

一部宿泊費等の上限はあります）

修士課程において、学生が職業を有している、

教職免許の取得を希望する等の事情により、3

年または4年の期間にわたり計画的に教育課程

を履修する⾧期履修学生制度を導入していま

す。2年分の学費で⾧期に在学し、修了するこ

とができます。（※2026年度6月現在、⾧期履修学

生制度の拡大について構想中）

社会人入学者等の履修に配慮して、18:00以降

の時限や土曜日に授業を開講しています。ま

た、履修者と相談の上、授業を開講する科目も

設定しています。

主な学会発表、学会参加
日本家政学会、ファンクショナルフード学会、日本栄養・食糧学会、日本食品科学工学会、日本調理科学会、繊維学会、JALT（全国言語教育学会）、日本発達心理学会、日本不安症学会、日

本作業療法研究学会、日本健康心理学会、日本パーソナリティ心理学会、日本食生活学会、日本看護技術学会、日本乳幼児教育学会、日本作業療法学会、英語授業研究学会、日本ストレスマ

ネジメント学会、日本保育学会、日本食生活学会、日本キャリア・カウンセリング学会、日本睡眠環境学会（以上学会発表）

日本保育学会、日本栄養改善学会、国際栄養学会議、日本食品衛生学会、日本給食経営管理学会、日本災害医学会、日本結合組織学会、日本スポーツ栄養学会、

日本摂食嚥下リハビリテーション学会、日本腎臓学会、日本糖尿病学会、日本臨床栄養代謝学会、日本サルコペニア・フレイル学会、全国英語教育学会、中部地区英語教育学会、

日本認知・行動療法学会、日本睡眠学会、日本心理劇学会、日本サイコオンコロジー学会（以上学会参加）

主な学外研究活動
論文関係調査・技術指導ほか（国立研究所、私立大学、実験・測定調査、フィールドワーク）／学外実習（国立病院、私立大学病院、クリニック、教育支援センター、適応指導教室、

福祉園）／講習会（学会等ワークショップ・セミナー、学会研修会）／学外授業（見学：私立幼稚園・私立保育園・企業研究所・スポーツセンター・介護施設・展示会・美術館、

他機関施設においての授業：私立保育園・私立大学・私立大学病院、板橋区主催事業への参加及び公立図書館視察）／インターンシップ（国立病院）／個展・展覧会

625,000円 

□大学院生研究助成制度 □⾧期履修学生制度 □開講時間について

備 考
 本学卒業生は入学金免除
 年額 660,000円

 入会金15,000円、年会費10,000円（本学卒業生は年会費のみ）

 年額

 児童学児童教育学専攻 290,000円  健康科学専攻     305,000円

 造形学専攻      300,000円  英語教育学専攻    275,000円

 臨床心理学専攻    300,000円  教育福祉学専攻    300,000円

 人間生活学専攻    290,000円

金 額
150,000円 
330,000円 

25,000円 

120,000円 

 入学時納入金

 奨学金

 特色・制度

 納入金項目
 入学金
 授業料（前期分）

 教育充実費（前期分）

 後援会費
 合 計

過去の主な就職先 ※【 】は現職社会人修了生、☆は留学生

●大学の学生支援センター（16号館1F）に、大学院生の就職相談窓口を設置しています。
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【入試について】

全専攻１期・２期 一般入試／社会人特別入試の詳細は、ホームページの「学生募集要項」

をご覧ください。

アクセス
●JR埼京線「十条駅」から徒歩5分

●地下鉄都営三田線「新板橋駅」から徒歩12分

●JR京浜東北線「東十条駅」から徒歩15分

東京家政大学大学院 教育支援センター 学修支援課 大学院事務担当

〒173-8602 東京都板橋区加賀1-18-1 Tel．03-3961-3473 ／ Fax．03-3961-5260
URL   https://www.tokyo-kasei.ac.jp/academics/graduate/index.html
E:mail   daigakuin@tokyo-kasei.ac.jp GRADUATE SCHOOL OF TOKYO KASEI UNIVERSITY   8


